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【お知らせ】 

  
※ 「米取引関係者の判断」について、今号掲載分から、調査実施主体が(社)米穀安定供 
 給確保支援機構となりました。調査手法及び調査項目については変更ありません。 
 
   従前の実施主体である農林水産省から(社)米穀安定供給確保支援機構に連絡先を 
   移管することに同意頂けたアンケート対象事業者の方に、引き続き調査にご協力 
   頂いております。 
 
※ 「小売価格の推移(ＰＯＳデータ)」について、今号から５kg袋販売時換算の価格に集 
 計方法を過去に遡って修正しました。なお、当面(参考)として、これまで同様の１０kg 
 当たりの価格も掲載いたします。 
※ 上記修正に合わせて、今号から目次・構成を一部修正しております。 
 
 

 
 

【本資料の目的】 
 

「米に関するマンスリーレポート」は、米に関する価格動向や需給動向に関するデータを
集約・整理し、毎月定期的に公表することによって、需給動向を適切に反映した米取引に
資することを目的としています。 
  
  
 

【利用上の注意】 
 

１．「米に関するマンスリーレポート」は、今後、必要に応じて項目の追加・削除などの
内容を変更することがあり得ます。 

 
２．本レポートは、原則として公表２営業日前までの公表資料を反映しています。 
 
３．本資料に関する問い合わせ先 
 
    生産局農産部農産企画課 
    担当者：岩井、島本、鬼海 
    代表：03-3502-8111（内線4975） 
    ダイヤルイン：03-6738-8973 
    FAX：03-6738-8976 
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Ⅰ 米取引関係者の判断(米穀機構による調査、平成２４年３月) 

○ 米取引関係者に対して、需給動向や価格水準などの取引動向に関するアンケートを実施し、そ
の結果をＤＩとして算出したものである（詳細はＰ５）を参照）。 

  ①主食用米の需給動向 
 

  （ア）現状判断ＤＩ 
      前月からの増減 ＋２ （今月の数値 ６８） 
 

  （イ）見通し判断ＤＩ（向こう３ヶ月）      

      前月からの増減 ＋５ （今月の数値 ６０） 
 

  ※ 当月の数値が前月と比較し100に近づけば、「締まっている」/「(将来)締まる」という見方
が前月より強くなり、反対に０に近づけば、「緩んでいる」/「(将来)緩む」という見方が前
月より強くなった傾向を示す。 

  ②主食用米の米価水準 
 

  （ア）現状判断ＤＩ 
      前月からの増減 －２ （今月の数値 ６８） 
 

  （イ）見通し判断ＤＩ（向こう３ヶ月）        

      前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ５４） 
 

  ※ 当月の数値が前月と比較し100に近づけば、米価水準が高い/米価水準が高くなるという見方
が前月より強くなり、反対に０に近づけば、米価水準が低い/米価水準が低くなるという見方
が前月より強くなった傾向を示す。 

― １ ― 

 １．国内の主食用米の需給及び価格動向に関する判断（全体） 

作柄
国内の
在庫水準

国の政策
米穀の調達

状況
消費者の
動向

競合商品の
販売動向

その他

H23.5 3% 33% 12% - 17% 7% 28%

H23.6 5% 38% 8% - 20% 8% 20%

H23.7 7% 34% 11% - 12% 8% 28%

H23.8 14% 28% 7% - 19% 7% 25%

H23.9 22% 23% 4% - 23% 7% 21%

H23.10 22% 23% 3% - 27% 6% 19%

H23.11 14% 18% 3% - 34% 10% 21%

H23.12 8% 11% 2% 46% 22% 3% 8%

H24.1 6% 14% 3% 48% 19% 2% 8%

H24.2 4% 17% 2% 48% 20% 3% 6%

H24.3 2% 14% 4% 54% 18% 2% 6%

  ③ 取引関係者が①及び②の判断を行うに当たり、主に考慮した要因 



  ※ 当月の数値が前月と比較し100に近づけば、「増えた」/「(将来)増える」 という見方が前
月より強くなり、反対に０に近づけば、「減った」/「(将来)減る」 という見方が前月より強
くなった傾向を示す。 

― ２ ― 

 ２．自社の取引状況に関する判断（業態毎） 
 
  ①主食用米の販売数量 
 

 
 
 
  （ア）今月の販売数量に関する現状判断ＤＩ 
 

    ａ.先月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ５６） 
      集出荷：前月からの増減 －１ （今月の数値 ５０） 
        卸 ：前月からの増減 ±０ （今月の数値 ６５） 
  小売等：前月からの増減 ＋６ （今月の数値 ５７） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ５８） 
      集出荷：前月からの増減 －１５（今月の数値 ３６） 
        卸 ：前月からの増減 －１５（今月の数値 ２６） 
            小売等：前月からの増減 －６ （今月の数値 ３８） 

  （イ）来月の販売数量に関する見通しＤＩ 
 

    ａ.今月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －４ （今月の数値 ５１） 
      集出荷：前月からの増減 ±０ （今月の数値 ５２） 
        卸 ：前月からの増減 －４ （今月の数値 ５７） 
            小売等：前月からの増減 －５ （今月の数値 ５５） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －２ （今月の数値 ５７） 
      集出荷：前月からの増減 －１ （今月の数値 ４２） 
        卸 ：前月からの増減 ＋４ （今月の数値 ３４） 
            小売等：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ４４） 



  ※ 当月の数値が前月と比較し100に近づけば、「高くなった」/「(将来)高くなる」という見方
が前月より強くなり、反対に０に近づけば、「低くなった」/「(将来)低くなる」という見方
が前月より強くなった傾向を示す。 

― ３ ― 

  ②主食用米の価格 
 

 
 
 
  （ア）今月の価格に関する現状判断ＤＩ 
 

    ａ.先月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －２ （今月の数値 ５３） 
      集出荷：前月からの増減 －２ （今月の数値 ５０） 
        卸 ：前月からの増減 ＋６ （今月の数値 ６１） 
            小売等：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ５５） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －２ （今月の数値 ５６） 
      集出荷：前月からの増減 －２ （今月の数値 ８３） 
        卸 ：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ８９） 
            小売等：前月からの増減 ＋２ （今月の数値 ７８） 

 

  （イ）来月の価格に関する見通しＤＩ 
 

    ａ.今月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －５ （今月の数値 ５１） 
      集出荷：前月からの増減 －１ （今月の数値 ５１） 
        卸 ：前月からの増減 ＋４ （今月の数値 ５９） 
            小売等：前月からの増減 －１ （今月の数値 ５４） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －５ （今月の数値 ５３） 
      集出荷：前月からの増減 ±０ （今月の数値 ８２） 
        卸 ：前月からの増減 ＋５ （今月の数値 ９０） 
            小売等：前月からの増減 －３ （今月の数値 ７７） 



  ※ 当月の数値が前月と比較し100に近づけば、「多くなった」/「(将来) 多くなる」という見
方が前月より強くなり、反対に０に近づけば、「少なくなった」/「(将来)少なくなる」とい
う見方が前月より強くなった傾向を示す。 

― ４― 

  ③主食用米の在庫量 
 

 
 
 
  （ア）今月の在庫量に関する現状判断ＤＩ 
 

    ａ.先月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －６ （今月の数値 ３２） 
      集出荷：前月からの増減 －５ （今月の数値 ２４） 
        卸 ：前月からの増減 －３ （今月の数値 ４２） 
            小売等：前月からの増減 －４ （今月の数値 ４０） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －３ （今月の数値 ４３） 
      集出荷：前月からの増減 ＋６ （今月の数値 ４０） 
        卸 ：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ５２） 
            小売等：前月からの増減 ±０ （今月の数値 ４１） 

 

  （イ）来月の在庫量に関する見通しＤＩ 
 

    ａ.今月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 －４ （今月の数値 ３１） 
      集出荷：前月からの増減 －３ （今月の数値 ２４） 
        卸 ：前月からの増減 －１３（今月の数値 ３４） 
            小売等：前月からの増減 ±０ （今月の数値 ４１） 
 

     ｂ.前年同月との比較 
 

       生産者：前月からの増減 ＋２ （今月の数値 ４０） 
      集出荷：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ３９） 
        卸 ：前月からの増減 －２ （今月の数値 ４７） 
            小売等：前月からの増減 ＋１ （今月の数値 ４２） 



《アンケート方法等》 
 ○調査期間：毎月１日から２５日までの取引状況を踏まえて回答 
 
 ○調査方法：電子メールを利用したアンケート調査 
 
 ○調査対象者：全国の生産者、集出荷業者、卸・小売業者等の１５５客体 
 
 ○有効回答数：１３１客体 
          生産者・・・・・・・・・・・・・１８ 
          集出荷業者／団体・・・・・・・・３４   
          卸売業者（主に主食用米）・・・・２９ 
          小売業者／中食・外食関係業者・・３４ 
          その他・・・・・・・・・・・・・１６ 
 
             ※「その他」は以下の業者を示している。 

                 ・米穀の販売の事業を行う者のうち、主に加工原材料の卸売の事業を行う者 
                 ・加工原材料米穀を使用し、加工食品（酒類を含む）を製造・販売する者 

  
 
 
《利用上の注意》 
 ○ 表示単位未満の端数は四捨五入した。したがって、計と内訳は一致しないことがあ

る。 
 
《ＤＩの算出方法》 

米の需給動向・価格水準などに関する現状、または先行きに対する５段階の判断（評
価）にそれぞれ点数（評価点）を与え、これらを各回答区分の構成比（％）に乗じてＤ
Ｉを算出。 

ただし、ＤＩの推移は、変化の方向性を示すものであり、その変化の大きさ（量感）
を表すものではない。例えば、大幅であろうが小幅であろうが、上昇するといった見方
をする者の構成比が同じであれば、同じＤＩが算出されることに注意が必要である。 

 
（ＤＩの算出例） 
 問：国内の主食用米の“向こう３ヶ月の米価水準”について、“現時点と比較”して

どうなると考えていますか。 
 
 
 
 
 
 

 

高くなる やや高くなる 同程度 やや低くなる 低くなる

評価点（Ａ） ＋１ ＋０．７５ ＋０．５ ＋０．２５ ０

構成比（Ｂ） １７．８ ２０．０ ２０．０ ２２．２ ２０．０

各ＤＩ（Ｃ＝Ａ×Ｂ） １７．８ １５ １０ ５．６ ０

ＤＩ（合計） ４８．４

― ５ ― 


